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は
じ
め
に

本
論
文
で
は
早
稲
田
大
学
で
発
生
し
た
女
子
学
生
を
め
ぐ
る
「
問
題
」
を
二
点
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
一
九
六
〇
年
代

初
頭
に
唱
え
ら
れ
た
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
発
覚
し
た
教
育
学
部
入
学
試
験
で
の
女
子
学
生
に
対
す
る
入
学
制

限
を
扱
う
。

一
点
目
の
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
は
、
早
稲
田
大
学
文
学
部
教
授
暉
峻
康
隆
や
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
教
授
の
池
田
弥
三
郎
な
ど
が

主
張
し
た
議
論
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
研
究
者
養
成
中
心
な
ど
の
従
来
の
大
学
観
に
基
づ
い
て
、
女
子
学
生
の
存
在
を
批
判
し
た
。
そ
の
批

判
は
性
別
役
割
を
固
定
的
に
み
る
差
別
的
な
側
面
を
持
ち
、
ま
た
女
性
を
揶
揄
す
る
よ
う
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。

二
点
目
の
入
学
制
限
は
、「
亡
国
論
」
の
影
響
な
ど
も
受
け
な
が
ら
生
起
し
た
問
題
で
あ
り
、
一
九
六
九
年
五
月
に
教
育
学
部
で
数
年

〔
特
集
：
新
制
早
稲
田
大
学
と
女
性
の
歴
史
〕

一
九
六
〇
年
代
の
早
稲
田
大
学
と
「
女
子
学
生
問
題
」

─
─
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
教
育
学
部
で
の
入
学
制
限
に
着
目
し
て
─
─

長
谷
川　

鷹　

士
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に
わ
た
っ
て
女
子
受
験
生
差
別
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
問
題
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
制
限
は
他
大
学
で
も
見
ら
れ
、
一
九
六
六
年
五
月

に
は
熊
本
大
学
学
長
が
入
試
で
の
女
子
入
学
生
の
制
限
を
主
張
し
、
物
議
を
か
も
し
た
。
こ
れ
ら
の
措
置
は
学
問
の
後
継
者
養
成
の
観
点

な
ど
か
ら
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
「
亡
国
論
」
や
入
学
制
限
は
女
性
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
を
理
由
に
、
彼
女
た
ち
を
揶
揄
し
、
大
学
教
育
機
会
を

奪
お
う
と
す
る
、
明
ら
か
な
差
別
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
「
従
来
の
大
学
観
」
と
結
び
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
と
い
う
点
で
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
史
上
の
課
題
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
史
を
考
え
る
う
え
で
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
現
在
の
大
学
に
も
残
存
す
る
女
性
差
別
を
歴
史
的
に
考
察
す
る
う
え
で
も
有
効
で
あ

る
。「
亡
国
論
」
に
関
連
す
る
現
在
の
女
子
学
生
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
は
、
二
〇
二
〇
年
に
東
京
大
学
で
実
施
さ
れ
た
「
東
京
大
学
に

お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す
る
意
識
と
実
態
調
査
」
の
報
告
書
に
男
性
教
員
や
男
子
学
生
か
ら
揶
揄
さ
れ
、
差
別
的
発
言
を
さ
れ
た

と
い
う
女
子
学
生
の
体
験
が
多
く
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る（
１
）。
他
方
の
入
学
制
限
関
連
で
は
、
二
〇
一
八
年
に
発
覚
し
た
東

京
医
科
大
学
な
ど
で
の
入
試
に
お
け
る
女
子
合
格
者
制
限
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る（
２
）。
こ
う
し
た
女
性
差
別
は
克
服
さ
れ
る
べ
き
課
題
で
あ
る

が
、
そ
の
克
服
の
方
途
を
探
る
際
に
歴
史
的
視
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
は
有
用
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
論
文
で
は
「
亡
国
論
」
や
入
学
制
限
を
取
り
上
げ
、
そ
う
し
た
議
論
や
措
置
が
な
さ
れ
た
「
論
理
」
や
、
こ
う
し
た
議
論
の

社
会
的
影
響
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
際
、
早
稲
田
大
学
を
主
な
対
象
と
す
る
が
、「
亡
国
論
」
に
先
鞭
を
つ
け
た
暉
峻
の
在
職
校

で
あ
る
と
い
う
点
で
対
象
と
し
て
適
切
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
早
大
と
い
う
一
事
例
で
「
亡
国
論
」
の
全
体
像
を
描
き
出
す
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
そ
の
重
要
な
側
面
を
描
き
出
す
こ
と
は
で
き
る
と
考
え
る
。

ご
く
簡
単
に
先
行
研
究
を
検
討
し
て
お
く
。「
亡
国
論
」
に
関
す
る
代
表
的
な
研
究
と
し
て
は
稲
垣
恭
子
『
女
学
校
と
女
学
生
』
と
小

山
静
子
『
戦
後
教
育
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
』
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
視
点
か
ら
分
析
が
な
さ
れ
て
お
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り
、「
大
学
大
衆
化
」
に
伴
う
学
生
の
質
的
変
化
と
い
う
問
題
が
、
同
時
期
に
急
増
し
た
女
子
学
生
の
問
題
と
し
て
語
ら
れ
た
「
疑
似
問

題
」
と
し
て
「
亡
国
論
」
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
見
立
て
自
体
は
筆
者
も
首
肯
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
稲
垣
や
小
山
の
よ
う
に
全
体

の
動
向
を
捉
え
た
う
え
で
、
早
稲
田
大
学
と
い
う
個
別
事
例
を
具
に
検
討
す
る
こ
と
で
、「
亡
国
論
」
の
「
論
理
」
な
ど
を
よ
り
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
先
に
触
れ
た
東
京
医
科
大
学
の
事
例
の
よ
う
に
、
こ
の
「
論
理
」
が
今
日
に
お
い
て

も
影
響
力
を
持
ち
続
け
て
い
る
以
上
、
こ
う
し
た
検
討
に
は
い
く
ら
か
の
意
義
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
簡
単
に
本
論
文
の
分
析
課
題
を
示
し
て
お
く
。
第
一
に
「
亡
国
論
」
に
つ
い
て
、
早
大
で
の
議
論
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
、
そ

の
「
論
理
」
と
社
会
的
「
ひ
ろ
が
り
」
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
よ
り
詳
細
に
記
す
と
、
ま
ず
一
九
六
〇
年
代
に
「
亡
国
論
」
が
ど
の

よ
う
に
形
成
さ
れ
た
の
か
を
、
早
大
に
限
ら
ず
、
日
本
社
会
全
体
を
対
象
と
し
て
素
描
す
る
。
そ
の
際
、
国
立
私
学
な
ど
の
設
置
主
体
別

に
ど
の
程
度
、
女
子
学
生
が
在
学
し
て
い
た
の
か
を
数
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
で
「
亡
国
論
」
が
発
生
し
た
背
景
を
明
確
に
す
る
。
次

に
主
に
早
大
関
係
者
が
発
刊
し
て
い
た
『
早
稲
田
公
論
』
を
対
象
と
し
て
「
亡
国
論
」
の
内
在
的
な
「
論
理
」
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
、

「
亡
国
論
」
に
肯
定
的
な
論
者
と
否
定
的
な
論
者
、
男
性
と
女
性
で
の
「
論
理
」
構
成
の
差
異
な
ど
に
着
目
す
る
。
さ
ら
に
早
大
に
対
象

を
絞
り
、「
亡
国
論
」
の
「
ひ
ろ
が
り
」
を
検
討
す
る
。
特
に
『
早
稲
田
公
論
』
で
主
張
さ
れ
て
い
た
「
早
稲
田
女
子
短
期
大
学
」
に
注

目
す
る
。
こ
の
議
論
に
注
目
す
る
の
は
戦
後
に
成
立
し
た
「
男
女
共
学
」
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
捉
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

第
二
に
入
学
制
限
に
つ
い
て
早
大
で
の
措
置
を
中
心
に
、
そ
の
「
論
理
」
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
ま
ず
一
九
六
〇
年

代
の
入
学
制
限
の
実
態
を
、
早
大
に
限
ら
ず
、
全
国
の
大
学
を
対
象
と
し
て
素
描
す
る
。
次
に
早
大
に
対
象
を
絞
り
、
学
内
誌
で
の
議
論

を
検
討
す
る
こ
と
で
入
学
制
限
の
内
在
的
「
論
理
」
を
検
討
す
る
。

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
早
稲
田
大
学
の
事
例
を
通
じ
て
、「
亡
国
論
」
や
入
学
制
限
の
「
論
理
」
と
そ
の
社
会
的
「
ひ
ろ
が
り
」
の

一
端
を
明
ら
か
に
す
る
。
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一　
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
の
「
論
理
」
と
「
心
理
」

（
一
）「
亡
国
論
」
の
全
国
的
展
開

「
亡
国
論
」
の
始
期
を
ど
こ
に
置
く
か
は
論
者
に
よ
っ
て
微
妙
な
違
い
は
あ
る
が
、

一
九
六
二
年
三
月
ご
ろ
か
ら
一
定
の
広
が
り
を
見
せ
た
議
論
で
あ
る
。
こ
の
論
の
主

要
な
論
者
は
早
稲
田
大
学
教
授
の
暉
峻
康
隆
や
慶
應
義
塾
大
学
教
授
の
池
田
弥
三

郎
な
ど
、
有
名
私
立
大
学
の
人
文
系
学
部
の
教
員
で
あ
っ
た（
３
）。
国
立
大
学
教
員
で
は

な
く
、
私
立
大
学
教
員
、
特
に
人
文
系
学
部
の
教
員
が
論
の
中
心
を
担
っ
た
の
は
、

な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
こ
の
時
期
に
「
大
学
大
衆
化
」
と
「
女
子
学
生
の

急
増
」
に
直
面
し
た
の
が
私
立
大
学
、
わ
け
て
も
人
文
系
学
部
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
先
行
研
究
な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら（
４
）、
数
量
的
に
確
認

し
て
お
こ
う
。
一
九
六
〇
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
の
国
立
、
私
立
別
の
学
生
数

は
表
一
、
国
立
私
立
別
の
女
子
学
生
数
と
学
生
数
に
占
め
る
女
子
学
生
の
割
合
は

表
二
の
よ
う
に
な
る
。

国
立
大
学
と
私
立
大
学
の
学
校
数
は
お
お
よ
そ
一
対
二
な
の
で
、
学
生
数
の
伸

び
は
私
立
に
顕
著
で
あ
る
。
女
子
学
生
数
に
つ
い
て
は
国
立
も
私
立
も
比
率
の
上

で
は
大
き
な
差
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

表一　60年代初頭の国立私立別学生数

表二　60年代初頭の国立私立別女子学生数と割合

国立大学の学生数 私立大学学生数
1960年 179,318人 394,868人
1961年 184,539人 430,810人
1962年 190,810人 477,819人

国立大学の女子学生数（割合） 私立大学の女子学生数（割合）
1960年 29,198人（約16.3％） 48,108人（約12.2％）
1961年 31,371人（約17.0％） 55,576人（約12.9％）
1962年 33,841人（約17.7％） 65,667人（約13.7％）

表一、表二とも『学校基本調査報告書』昭和36年度、昭和38年度をもとに筆
者作成
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し
か
し
、
学
部
ご
と
に
み
れ
ば
、
や
や
様
相
は
異
な
る
。
特
に
人
文
系
学
部
（
主
に
文
学
部
）
に
お
い
て
は
国
立
大
学
と
私
立
大
学
で

女
子
学
生
の
占
め
る
割
合
に
は
表
三
に
示
し
た
よ
う
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た
。

国
立
大
学
と
比
較
し
て
、
私
立
大
学
で
「
大
衆
化
」
が
進
展
し
た
こ
と
と
、
特
に
私
立
人
文
系
学
部
で
女
子
学
生
の
進
出
が
進
ん
だ
こ

と
が
「
亡
国
論
」
の
主
な
論
者
が
私
立
大
学
文
学
部
教
員
に
集
中
し
た
理
由
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
広
が
っ
た
「
亡
国
論
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
広
が
り
を
小
山
静
子
の
研
究

を
参
考
に（
５
）、
具
体
的
に
追
っ
て
お
こ
う
。
ま
ず
一
九
六
二
年
三
月
五
日
『
週
刊
新
潮
』
の
記
事
見
出
し
で

「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
い
う
表
現
が
初
め
て
使
わ
れ
、『
婦
人
公
論
』
一
九
六
二
年
三
月
号
の
暉
峻
康
隆

「
女
子
学
生
世
に
は
ば
か
る
」
の
登
場
に
よ
っ
て
「
亡
国
論
」
が
世
間
か
ら
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ

ら
に
一
九
六
二
年
三
月
二
三
日
のT

BS

ラ
ジ
オ
「
た
だ
い
ま
放
談
中
」（
参
加
者:

暉
峻
康
隆
（
早
大
）、
奥
野

信
太
郎
（
慶
大
）、
田
辺
貞
之
助
（
東
大
））
の
放
送
、
さ
ら
に
『
婦
人
公
論
』
同
年
四
月
号
の
池
田
弥
三
郎

（
慶
大
）「
大
学
女
禍
論
─
女
子
学
生
世
に
は
だ
か
る
」
の
掲
載
で
、「
亡
国
論
」
は
一
層
の
広
が
り
を
見
せ

る
こ
と
と
な
る
。
特
に
池
田
の
議
論
で
は
私
立
大
学
の
経
営
（
寄
付
）
な
ど
の
点
か
ら
見
て
、
女
子
学
生
よ

り
も
男
子
学
生
の
ほ
う
が
良
い
と
い
う
論
点
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
「
亡

国
論
」
の
盛
り
上
が
り
を
受
け
て
、『
毎
日
新
聞
』
で
は
一
九
六
二
年
一
一
月
一
九
日
～
一
二
月
二
〇
日
ま

で
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
の
特
集
を
組
ん
で
い
る
。
第
一
回
の
「
暉
峻
さ
ん
の
真
意
」
に
対
し
て
一
、〇
八
七

通
の
投
書
が
あ
り
、
三
分
の
二
が
「
女
子
学
生
亡
国
論
」
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
の
内
容
は
後
述
す
る
早
大

で
の
議
論
と
似
通
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
以
降
、
一
九
六
六
年
頃
に
も
池
田
が
「
亡
国

論
」
の
論
陣
を
張
っ
て
い
る
が
、「
亡
国
論
」
が
主
に
興
隆
し
た
の
は
一
九
六
二
年
か
ら
六
三
年
に
か
け
て

表三　60年代初頭の国立私立別人文系学部女子学生数と割合

国立大学人文系学部女子学生 私立大学人文系学部女子学生
1959年 2,485人（約18.0％） 21,884人（約34.0％）
1961年 3,504人（約22.3％） 30,941人（約39.8％）
1962年 4,638人（約28.5％） 43,276人（約46.3％）

小山、158頁を参考に筆者作成
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で
あ
っ
た
。

「
亡
国
論
」
の
主
要
な
論
点
を
改
め
て
整
理
す
る
と
以
下
の
三
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
。
①
女
子
学
生
は
学
問
の
後
継
者
た
り
え
な
い
、

②
女
子
学
生
は
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
③
女
子
学
生
は
卒
業
後
、
大
学
に
寄
付
を
し
な
い
た
め
、

私
学
経
営
上
有
益
で
は
な
い
。
①
②
は
大
学
の
役
割
論
、
③
は
大
学
経
営
論
に
絡
む
論
点
と
整
理
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
三
点
は

女
性
の
社
会
進
出
が
進
ん
で
い
な
い
社
会
を
前
提
と
し
た
、
性
別
役
割
に
基
づ
く
議
論
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
亡
国
論
」

が
批
判
す
る
、
女
子
学
生
が
学
問
の
後
継
者
た
り
え
な
い
の
も
、
学
ん
だ
知
識
を
社
会
に
還
元
で
き
な
い
の
も
、
寄
付
を
期
待
で
き
な
い

の
も
、
そ
の
要
因
は
、
女
性
は
就
職
せ
ず
に
家
庭
に
入
り
、
生
活
費
は
男
性
が
稼
ぐ
と
い
う
性
別
役
割
分
業
に
基
づ
く
社
会
構
造
の
問
題

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
う
し
た
構
造
の
変
革
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
こ
の
社
会
構
造
を
前
提
と
し
て
、
女
性

に
大
学
教
育
は
必
要
な
い
、
と
女
性
を
大
学
か
ら
排
除
す
る
方
向
で
議
論
が
構
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
以
下
に
検
討
す
る

「
亡
国
論
」
の
基
底
を
な
し
て
い
る
。

な
お
「
亡
国
論
」
は
社
会
構
造
を
捉
え
て
い
な
い
点
で
も
問
題
が
多
か
っ
た
が
、
そ
の
表
現
に
も
女
性
を
揶
揄
す
る
多
く
の
問
題
を
抱

え
た
議
論
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
的
女
子
学
生
」
と
い
っ
た
表
現
も
な
さ
れ
て
い
た（
６
）。

「
亡
国
論
」
の
全
体
構
造
は
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
以
下
、
具
体
的
に
早
大
で
の
事
例
に
絞
っ
て
、「
亡
国
論
」
の
論
理
構

造
を
検
討
す
る
。

（
二
）
早
大
で
の
議
論

①
『
早
稲
田
公
論
』
で
の
「
亡
国
論
」

当
時
の
早
大
内
で
の
「
亡
国
論
」
を
検
討
す
る
場
合
、『
早
稲
田
大
学
新
聞
』
や
『
早
稲
田
学
報
』
で
の
議
論
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
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る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
本
論
文
で
は
紙
幅
の
都
合
な
ど
か
ら
、
先
のT

BS

ラ
ジ
オ
の
座
談
会
の
文
字
起
こ
し
を
再
録
す
る
な
ど
し
、

学
内
の
「
亡
国
論
」
論
議
を
主
導
し
た
『
早
稲
田
公
論
』
の
記
事
を
中
心
に
分
析
す
る
こ
と
と
す
る
。

以
下
、『
早
稲
田
公
論
』
で
の
記
事
を
中
心
に
分
析
し
て
い
く
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
『
早
稲
田
公
論
』
の
性
格
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

一
九
六
二
年
六
月
発
行
の
創
刊
号
に
は
「
早
稲
田
の
教
授
、
校
友
有
志
の
協
力
」
を
得
て
、
発
刊
さ
れ
て
い
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
「
本
誌
は
学
内
報
で
もPR

誌
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で
文
化
総
合
雑
誌
で
あ
る
」
と
も
自
己
規
定
し
て
い
る（
７
）。
主
な
執
筆
者
は
早
大
教

員
やO

B

・O
G

で
は
あ
る
が
、
早
大
内
の
事
象
に
限
ら
ず
、
幅
広
い
社
会
問
題
を
扱
う
「
総
合
雑
誌
」
で
あ
っ
た（
８
）。

そ
の
記
念
す
べ
き
創
刊
号
の
特
集
が
「
曲
が
り
角
に
き
た
新
制
大
学
」
で
あ
り
、
そ
の
目
玉
の
一
つ
がT

BS

ラ
ジ
オ
の
座
談
会
の
再

録
記
事
「
大
学
は
花
嫁
学
校
か
？
─
女
子
学
生
亡
国
論
─
」
で
あ
っ
た
。
同
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
、「
後
記
」
で
は
「
同

じ
テ
ー
マ
でT

BS

が
一
足
先
に
企
画
テ
ー
プ
録
音
し
た
こ
と
を
知
り
、
局
関
係
者
並
に
出
席
三
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
誌
上
再
録
と
い
う

こ
と
に
な
っ
た
」
と
し
て
い
る（
９
）。『
公
論
』
で
も
座
談
会
を
企
画
し
た
が
、
す
で
に
実
施
さ
れ
た
座
談
会
の
再
録
に
帰
着
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
学
内
で
の
女
子
学
生
へ
の
関
心
の
高
さ
が
窺
え
る
。

座
談
会
の
内
容
は
要
約
す
る
と
、
女
子
学
生
は
学
問
の
後
継
者
に
な
り
え
な
い
、
知
識
を
社
会
に
還
元
し
な
い
、
卒
業
後
寄
付
を
し
な

い
と
い
う
大
き
く
三
点
が
論
じ
ら
れ
た
。
具
体
的
に
は
女
性
の
独
創
性
は
「
知
性
的
な
も
の
で
は
な
い
」、
女
子
学
生
は
「
家
庭
に
は
還

元
す
る
け
れ
ど
も
、
社
会
に
還
元
し
な
い
」、
女
子
卒
業
生
は
「
例
え
ば
、
東
大
出
と
結
婚
す
る
と
、
も
う
母
校
を
忘
れ
て
」
寄
付
し
な

い
、
と
言
い
た
い
放
題
で
あ
る（

（1
（

。
こ
う
し
た
議
論
を
暉
峻
は
以
下
の
よ
う
に
総
括
し
て
い
る（

（1
（

。

男
女
平
等
と
か
、
同
権
で
、
ズ
ル
ズ
ル
で
、
さ
あ
お
い
で
下
さ
い
と
、
バ
ナ
ナ
の
叩
き
売
り
み
た
い
に
受
け
入
れ
て
し
ま
っ
た
。
け
れ
ど
も
こ
う

な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
つ
こ
こ
ら
で
、
考
え
直
さ
な
き
ゃ
い
か
ん
。
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学
問
重
視
の
旧
制
大
学
の
論
理
が
失
わ
れ
て
い
く
原
因
を
、
女
子
学
生
の
増
加
に
求
め
た
と
い
う
先
行
研
究
の
指
摘
が
よ
く
表
れ
た
一

文
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。「
女
子
学
生
亡
国
論
」
は
「
大
学
に
よ
っ
て
象
徴
さ
れ
る
教
養
や
学
生
文
化
の
衰
退
あ
る
い
は
変
容
と
い
う
実

態
に
対
す
る
知
識
人
の
不
安
を
映
し
出
す
表
象
で
も
あ
っ
た
」
の
で
あ
る（

（1
（

。

②
学
内
か
ら
の
反
論

こ
う
し
た
座
談
会
の
議
論
を
受
け
て
、『
公
論
』
編
集
部
は
「
女
子
学
生
の
活
発
な
意
見
、
反
論
を
大
い
に
期
待
し
た
い
」
と
「
後
記
」

で
述
べ
て
い
る（

（1
（

。「
亡
国
論
」
は
性
別
役
割
分
業
な
ど
の
社
会
構
造
ま
で
視
野
に
収
め
れ
ば
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
い
が
、
編
集
部

側
は
、
あ
く
ま
で
「
女
子
学
生
」
の
問
題
と
し
て
し
か
捉
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
こ
う
し
た
表
現
か
ら
窺
え
る
。

こ
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
八
月
号
の
「
読
者
公
論
」
欄
に
四
つ
の
「
意
見
、
反
論
」
が
掲
載
さ
れ
た
。
う
ち
三
人
は
名
前
や
内
容
か

ら
判
断
し
て
、
女
性
読
者
の
反
応
と
考
え
ら
れ
る
。
残
り
一
人
は
記
名
が
な
い
た
め
、
男
女
ど
ち
ら
の
反
応
で
あ
る
か
は
明
確
で
は
な
い
。

一
人
目
は
早
大
の
女
子
卒
業
生
で
あ
り
、T

BS

座
談
会
参
加
者
が
「
教
科
書
的
優
等
生
に
終
っ
て
、
社
会
的
に
発
展
し
な
い
」
の
は

女
子
学
生
の
「
か
な
し
い
宿
業
」
と
述
べ
、
女
子
学
生
に
創
造
性
が
少
な
い
な
ど
と
論
じ
た
点
を
あ
る
程
度
は
、
認
め
て
い
る
。
一
方

で
、
女
性
は
「
欠
け
る
も
の
を
補
う
た
め
に
も
、
ま
ず
共
学
の
大
学
」
に
入
学
す
る
の
で
あ
り
、
ま
た
「
社
会
的
な
優
等
生
に
育
成
し
て
く

れ
る
の
が
大
学
の
教
育
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
共
学
大
学
側
が
し
っ
か
り
教
育
を
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
を
展
開
し
て
い
る（

（1
（

。

T
BS

座
談
会
に
参
加
し
た
大
学
教
授
が
大
学
の
第
一
義
的
役
割
を
研
究
者
養
成
に
置
き
、
女
子
学
生
は
独
創
性
に
乏
し
い
と
批
判
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
反
論
で
は
大
学
の
役
割
を
社
会
人
の
「
教
育
」
に
置
き
、
充
分
な
教
育
を
し
よ
う
と
し
な
い
大
学
教
員
を
批
判

し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
研
究
中
心
の
旧
制
大
学
の
論
理
か
ら
大
学
大
衆
化
を
捉
え
る
教
員
側
と
、
教
育
中
心
の
新
制
大
学
の
論
理
か
ら

大
学
大
衆
化
を
捉
え
る
学
生
側
の
対
比
が
よ
く
表
れ
た
論
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

二
人
目
は
高
校
三
年
生
の
お
そ
ら
く
は
女
子
生
徒
で
あ
る
。『
公
論
』
に
わ
ざ
わ
ざ
投
稿
し
て
い
る
点
な
ど
か
ら
考
え
て
、
早
大
志
望
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者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
反
論
は
一
人
目
よ
り
も
だ
い
ぶ
厳
し
い
批
判
と
な
っ
て
い
る
。
女
子
学
生
が
学
問
を
や
る
気
が
な
い
と
い
っ
た
教
員

た
ち
の
批
判
に
対
し
て
、「
女
性
に
対
す
る
古
い
観
念
か
ら
抜
け
き
っ
て
い
な
い
、
狭
い
視
野
か
ら
の
発
言
で
あ
る
」
と
舌
鋒
鋭
く
批
判

す
る
。
さ
ら
に
「
教
授
自
身
が
こ
の
よ
う
な
考
え
で
指
導
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
女
性
の
地
位
の
向
上
は
お
ろ
か
、
教
育
の
機
会
均
等
を

自
ら
の
手
で
破
壊
し
、
日
本
の
教
育
そ
の
も
の
ま
で
危
機
に
陥
れ
る
」
と
手
厳
し
い（

（1
（

。

三
人
目
は
、
職
業
な
ど
は
不
明
だ
が
、
名
前
か
ら
女
性
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
主
張
内
容
は
先
行
研
究
で
小
山
や
稲
垣
が
主
張
し
て
い

る
内
容
を
先
取
り
し
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、「
亡
国
論
」
を
主
張
す
る
教
員
た
ち
の
危
惧
は
大
学
大
衆
化
に
よ
る
学
問
の
府
と

し
て
の
大
学
の
存
在
意
義
の
崩
壊
で
あ
り
、
そ
の
真
の
原
因
は
大
学
に
学
問
を
求
め
な
い
学
生
の
男
女
を
問
わ
な
い
増
加
で
あ
る
。
し
か

し
、
大
学
教
員
た
ち
は
目
立
っ
て
増
加
し
て
い
る
女
子
学
生
に
、
そ
の
責
を
帰
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
問
題
を
取
り
違
え
て
い

る
と
批
判
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
女
性
の
進
出
が
め
ざ
ま
し
い
昨
今
男
性
が
あ
わ
て
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
す
が
女
子
学
生
亡
国

論
と
か
大
学
が
花
嫁
学
校
の
よ
う
に
低
下
し
て
き
た
と
女
子
学
生
の
せ
い
に
す
る
の
は
当
た
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
質
の
低
下
は
大
学
制

度
全
般
に
、
そ
の
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る（

（1
（

。
学
問
の
府
と
し
て
の
大
学
の
存
在
意
義
の
崩
壊
に
つ
い
て
は
「
亡

国
論
者
」
と
危
機
意
識
を
共
有
す
る
が
、
そ
の
原
因
を
女
性
に
帰
し
て
、「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
騒
ぐ
の
は
お
門
違
い
だ
と
批
判
す
る

の
で
あ
る
。

四
人
目
は
早
大
卒
業
生
だ
が
記
名
は
な
く
、
性
別
は
不
詳
で
あ
る
。「
大
学
に
入
っ
た
つ
も
り
が
、
女
子
学
生
が
多
く
て
男
子
学
生
の

方
が
チ
ラ
ホ
ラ
と
い
う
状
態
は
、
必
ず
し
も
望
ま
し
い
事
と
は
思
い
ま
せ
ん
」
な
ど
「
亡
国
論
」
者
に
賛
同
す
る
部
分
も
あ
る
が
、「
昔

は
美
人
は
お
能
が
弱
い
〔
マ
マ
〕
な
ど
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
殿
方
が
、
女
性
に
じ
り
じ
り
と
男
性
の
分
野
に
ま
で
、
迫
っ
て
こ
ら
れ

て
、
恐
怖
を
感
じ
始
め
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
基
本
的
に
「
亡
国
論
」
は
男
性
側
の
「
恐
怖
」
が
生
み
出
す
疑
似
問
題
と
い
う

見
立
て
を
示
し
て
い
る（

（1
（

。
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以
上
、
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
読
者
の
声
を
分
析
し
た
。「
女
子
学
生
の
活
発
な
意
見
、
反
論
」
を
求
め
た
編
集
部
の
方
針
も
あ
っ
て

か
、
主
に
女
性
の
意
見
が
集
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
い
は
男
性
の
意
見
を
編
集
部
が
掲
載
し
な
か
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、

早
大
内
で
も
、「
亡
国
論
」
は
基
本
的
に
は
「
女
子
学
生
を
批
判
す
る
教
員
（
男
性
）」
対
「（
部
分
的
に
／
全
面
的
に
）
反
論
す
る
女
子
学

生
」
と
い
う
構
図
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
全
員
が
全
員
、
こ
の
図
式
に
当
て
は
ま
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
早
稲
田
大
学
新
聞
会
が
発
行
し
て
い
た
『
早
稲
田

を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
三
年
度
版
に
は
「『
女
子
学
生
亡
国
論
』
に
反
論
す
」
と
い
う
特
集
が
組
ま
れ
て
お
り
、「
熱
意
の
な
い
講
義
こ

そ
亡
国
の
因
」
と
い
う
女
子
学
生
に
よ
る
手
厳
し
い
反
論
と
並
ん
で
「
女
子
の
増
加
は
心
配
な
い
─
女
子
学
生
興
国
論
─
」
と
い
う
文

学
部
教
授
安
藤
更
生
の
文
章
も
掲
載
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
女
性
は
家
庭
に
入
っ
て
し
ま
い
、
大
学
で
学
ん
だ
知
識
を
社
会
に
還
元
し
な
い
と
い

う
「
亡
国
論
」
に
対
し
て
、
安
藤
は
以
下
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る（

（1
（

。

世
の
中
の
方
が
彼
女
た
ち
を
家
庭
の
な
か
へ
追
い
込
ん
で
い
る
の
で
、
彼
女
た
ち
の
せ
い
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
社
会
を
改
革
し
よ
う
と
い
う
方
へ

は
眼
を
む
け
な
い
で
、
進
歩
に
遅
れ
、
反
動
に
傾
き
、「
ど
う
も
女
子
学
生
が
多
く
な
る
の
は
困
っ
た
も
の
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
教
授
た
ち
は
、

は
や
り
チ
ト
お
齢
を
召
し
た
せ
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

安
易
な
「
世
代
論
」
に
傾
く
危
険
性
も
あ
る
指
摘
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
亡
国
論
」
を
批
判
す
る
男
性
早
大
関
係

者
も
い
た
こ
と
は
明
記
し
て
お
き
た
い
。

③
「
亡
国
論
」
の
進
展

『
早
稲
田
公
論
』
に
戻
る
と
、「
本
誌
で
続
編
を
企
画
す
る
つ
も
り
」
と
創
刊
号
「
後
記
」
で
述
べ
て
い
た
通
り（

（2
（

、
一
九
六
五
年
四
月

発
行
の
第
三
五
号
で
「
今
様
女
大
学
─
企
業
に
ソ
ッ
ポ
を
向
か
れ
た
女
子
学
士
様
─
」
と
い
う
特
集
を
組
み
、「
締
め
出
さ
れ
た
女
子
学
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生
」
と
い
う
座
談
会
を
企
画
し
て
い
る
。
座
談
会
の
出
席
者
は
早
大
教
授
の
暉
峻
と
早
大
の
女
子
卒
業
生
と
女
子
学
生
で
あ
る
。
特
集
の

題
目
に
窺
わ
れ
る
よ
う
に
大
学
教
育
機
会
を
ど
う
す
る
か
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就
職
に
あ
た
っ
て
の
女
性
の
扱
い
を
ど
う
す
る
か
も
論
点
に

な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
一
九
六
五
年
度
の
就
活
で
の
女
子
学
生
の
苦
戦
を
伝
え
て
い
る
。
女
子
学
生
が
苦
戦
す
る
の
は
、
企
業
側

に
、
結
婚
し
、
子
ど
も
が
で
き
て
も
女
性
社
員
が
「
退
職
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
は
エ
ラ
イ
こ
と
に
な
る
」
と
い
う
意
識
が
あ
る
た
め
だ

と
述
べ
て
い
る
。
女
子
社
員
の
「
限
界
は
精
々
二
十
五
、
六
歳
が
い
い
と
こ
ろ
と
経
営
者
」
は
考
え
て
い
る
た
め
、
大
卒
女
性
は
「
三
、

四
年
で
ピ
ー
ク
に
達
し
、
そ
れ
か
ら
先
は
お
荷
物
」
と
企
業
側
に
み
な
さ
れ
て
い
る
と
記
事
は
し
て
い
る（

（2
（

。
現
在
に
も
程
度
の
差
は
あ

れ
、
残
存
し
て
い
る
意
識
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
女
性
労
働
者
観
を
背
景
と
し
て
、
女
性
の
大
学
教
育
機
会
が
捉
え
ら
れ
て
い

た
点
は
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

話
を
「
亡
国
論
」
に
戻
す
と
、
こ
の
座
談
会
の
中
で
暉
峻
は
「
女
性
が
大
学
で
学
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
の
は
ぼ
く
の
主
張
」
と
「
亡
国

論
」
者
と
は
思
え
な
い
よ
う
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
も
っ
と
も
暉
峻
と
し
て
は
「
亡
国
論
」
を
主
張
し
た
時
期
か
ら
論
は
一
貫
し
て
い

る
。
暉
峻
は
「
た
だ
結
婚
に
ウ
ェ
イ
ト
を
か
け
る
人
は
短
大
に
い
っ
て
下
さ
い
」
と
続
け
て
い
る（

（2
（

。
さ
ら
に
暉
峻
は
、
真
面
目
な
、
学
問

を
し
た
い
女
子
学
生
二
割
が
、
花
嫁
学
校
と
思
っ
て
い
る
八
割
の
学
生
の
せ
い
で
割
を
く
っ
て
い
る
と
し
、「
あ
と
の
八
割
く
ら
い
は
ど

う
で
も
い
い
」
と
ま
で
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
割
合
は
肌
感
覚
で
あ
り
、
実
際
、
学
問
を
し
た
い
女
子
学
生
が
ど
の
程
度
、
い
た
か
は
判
然
と
し

な
い
。
し
か
し
、
入
学
し
て
き
た
学
生
の
一
部
（
暉
峻
の
感
覚
で
は
「
八
割
」）
を
「
ど
う
で
も
い
い
」
と
切
り
捨
て
て
し
ま
っ
た
事
実
に

は
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
あ
え
て
い
え
ば
研
究
中
心
の
旧
制
大
学
の
論
理
（
な
る
も
の
）
が
こ
う
し
た
態
度
を
可
能
に
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
暉
峻
は
こ
こ
で
戦
後
の
日
本
の
女
性
と
大
学
教
育
を
考
え
る
う
え
で
非
常
に
重
要
な
類
型
論
に
触
れ
て
い

る
。「
ご
存
じ
の
よ
う
に
ワ
セ
ダ
は
花
嫁
学
校
で
は
な
い
。
女
子
大
は
良
妻
賢
母
を
は
じ
め
か
ら
う
た
っ
て
あ
る
か
ら
こ
れ
は
結
構
で
す
」
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「
家
庭
の
主
婦
を
養
成
す
る
目
的
は
全
然
な
い
。
女
子
大
や
短
大
と
同
じ
考
え
で
き
て
も
ら
っ
て
は
困
る
」（

（2
（

。
こ
れ
ら
の
発
言
は
「
研
究
・

教
養
＝
四
年
制
大
学
」「
良
妻
賢
母
＝
女
子
大
学
・
短
期
大
学
」
と
い
う
区
分
を
示
し
て
い
る
。「
女
子
大
は
良
妻
賢
母
を
は
じ
め
か
ら
う

た
っ
て
あ
る
」
と
い
う
の
は
事
実
に
照
ら
す
と
、
や
や
語
弊
の
あ
る
表
現
で
は
あ
る
が
、
女
性
対
象
の
大
学
教
育
に
研
究
・
教
養
重
視
の

共
学
大
学
・
四
年
制
大
学
と
、
特
性
教
育
重
視
の
女
子
大
学
・
短
期
大
学
の
二
系
統
が
存
在
し
た
こ
と
が
戦
後
日
本
の
大
学
教
育
の
特
質

で
あ
る
こ
と
は
紛
れ
も
な
い
事
実
で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
類
型
論
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
以
下
、『
早
稲
田
公
論
』
で
主
張
さ
れ
た
早
稲
田
女
子
短
期
大
学
構
想
を
検
討
す
る
。
大
学
の

公
式
記
録
に
は
残
っ
て
い
な
い
、
与
太
話
の
域
を
出
な
い
「
構
想
」
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
早
稲
田
の
教
授
」
も
編
集
に
協
力
し

た
『
公
論
』
で
主
張
さ
れ
、
暉
峻
も
「
ぼ
く
は
賛
成
な
ん
で
す
よ
」
と
述
べ
た
「
構
想
」
を
分
析
す
る
こ
と
で（

（2
（

、
よ
り
詳
細
に
「
亡
国

論
」
の
論
理
を
析
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
早
稲
田
女
子
短
期
大
学
構
想

早
稲
田
女
子
短
期
大
学
構
想
（
以
下
、「
短
大
構
想
」
と
略
記
）
は
管
見
の
限
り
、『
公
論
』
誌
上
に
し
か
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

『
公
論
』
誌
上
で
の
初
出
は
一
九
六
五
年
二
月
一
日
発
行
の
第
三
三
号
で
あ
る
。
当
時
、
そ
の
使
途
を
め
ぐ
っ
て
議
論
の
あ
っ
た
安
部
球

場
の
用
途
と
し
て
、
教
職
員
か
ら
「
新
校
舎
を
建
て
て
、
女
子
短
大
の
学
生
を
収
容
せ
よ
」
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
の

で
あ
る（

（2
（

。

こ
の
「
女
子
短
大
創
設
の
青
写
真
」
と
い
う
記
事
が
載
っ
て
い
る
の
は
「
西
北
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
「
硬
軟
両
様
の
リ
ポ
ー

タ
ー
ジ
ュ
」
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
そ
の
説
明
が
「
口
上
」
と
さ
れ
、「〝
軟
〟
過
剰
に
相
成
り
ま
し
た
節
は
、
何
卒
お
叱
正
の
ほ

ど
を
…
…
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
通
り（

（2
（

、
当
該
記
事
は
冗
談
半
分
の
記
事
で
は
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
冗
談
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
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示
さ
れ
た
「
青
写
真
」
に
は
早
大
関
係
者
の
女
性
向
け
の
短
大
教
育
に
対
す
る
意
識
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る

で
あ
ろ
う
。
ま
た
冗
談
だ
っ
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と
自
体
に
も
、
女
性
の
大
学
教
育
機
会
の
問
題
を
笑
い
話

の
よ
う
に
で
き
て
し
ま
う
早
大
関
係
者
の
意
識
の
あ
り
よ
う
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

同
記
事
で
は
女
子
短
大
が
必
要
な
理
由
を
某
一
流
企
業
が
女
性
二
五
歳
定
年
制
を
打
ち
出
し
た
こ
と
と
、
早
大
教

職
員
の
給
与
ア
ッ
プ
の
財
源
確
保
に
求
め
て
い
る（

（2
（

。「
女
性
ら
し
さ
」
の
育
成
を
掲
げ
て
、
そ
の
実
、
特
性
教
育
を

実
施
す
る
他
の
短
大
に
比
べ
れ
ば
、「
特
性
教
育
」
的
で
は
な
い
と
も
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、「
特
性
教

育
」
に
代
わ
る
教
育
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
女
性
の
教
育
を
財
源
確
保
の
手
段
と
し
て
し
か
捉

え
て
い
な
か
っ
た
と
も
言
え
よ
う
か
。
学
科
構
成
は
早
大
の
学
部
構
成
を
基
本
に
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
短
大
の
構

成
を
模
倣
し
た
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
特
段
の
教
育
方
針
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
記
事
に
示
さ
れ
た
学
科

構
成
は
表
四
の
と
お
り
で
あ
る（

（3
（

。

各
科
募
集
人
員
三
〇
〇
名
と
さ
れ
て
い
る
の
で
一
〇
科
合
計
、
三
、〇
〇
〇
名
で
あ
る
。
文
科
系
は
教
養
を
主
と

し
、
理
科
系
は
実
習
を
主
と
す
る
と
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。
文
科
系
の
理
論
家
政
学
科
で
は
そ
の
名
の
通
り
理
論
的

内
容
を
学
習
し
、
デ
ザ
イ
ン
学
科
や
服
飾
学
科
で
は
い
わ
ゆ
る
裁
縫
実
技
を
学
ぶ
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で
あ
ろ
う

か
。
家
事
裁
縫
が
重
視
さ
れ
る
日
本
の
女
子
高
等
教
育
の
伝
統
が
色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る（

（3
（

。

四
大
教
員
の
財
源
確
保
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
入
学
金
、
授
業
料
な
ど
一
人
一
五
万
円
、
す
な
わ
ち
三
、〇
〇
〇

人
入
れ
ば
、
四
億
五
、〇
〇
〇
万
円
の
収
入
と
見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
収
入
の
話
の
み
で
支
出
に
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
て
い
な
い
。
校
舎
建
設
費
に
つ
い
て
は
「
四
、
五
億
の
お
金
な
ら
ど
こ
の
銀
行
もO

K

と
ゆ
く
だ
ろ
う
」
と
い

う
見
通
し
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
維
持
管
理
費
や
何
よ
り
重
要
な
人
件
費
に
つ
い
て
は
何
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い（

（3
（

。

表四

一　文科系 １、文科教養科　２、国文学科　３、英文学科　４、商経学科　５、児童心理学科
６、理論家政学科

二　理科系 １、理科教養学科　２、デザイン学科　３、服飾学科　４、生活造形学科
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あ
る
い
は
教
職
員
は
早
大
と
兼
任
と
い
う
構
想
か
も
し
れ
な
い
が
、
早
大
に
家
政
学
の
実
習
を
指
導
で
き
る
教
員
は
ほ
と
ん
ど
存
在
せ

ず
、
諸
種
の
学
生
対
応
を
す
る
事
務
職
員
を
ど
の
よ
う
に
工
面
す
る
構
想
だ
っ
た
の
か
も
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

以
上
を
ま
と
め
る
な
ら
ば
、
学
科
構
成
と
い
う
点
に
独
自
の
工
夫
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
特
に
女
性
に
も
教
養
・
学
問
を
学
ぶ
機

会
を
開
放
す
る
と
い
う
戦
後
の
大
学
教
育
の
理
念
か
ら
は
明
ら
か
に
後
退
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
あ
く
ま
で
与
太
話
で

あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
戦
後
直
後
に
「
人
文
学
部
つ
ぶ
し
」
と
し
て
主
張
さ
れ
た
と
さ
れ
る
女
子
学
部
案
と
の
類
似
性
が
想
起
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
人
文
学
部
設
置
を
推
進
し
て
い
た
安
部
民
雄
は
「
女
子
学
部
の
こ
と
を
言
え
ば
『
そ
ん
な
ば
か
ら
し
い
こ
と
！
』」
と
大

学
関
係
者
が
反
応
し
、
人
文
学
部
案
も
一
緒
に
廃
案
に
な
る
こ
と
を
見
越
し
て
、
女
子
学
部
の
設
置
が
提
案
さ
れ
た
と
主
張
し
て
い
る（

（3
（

。

早
稲
田
女
子
短
大
構
想
は
女
子
学
部
案
と
同
様
、「
そ
ん
な
ば
か
ら
し
い
こ
と
！
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
か
。
そ
こ
に
は
女
性
の
大
学

教
育
機
会
の
一
端
を
担
う
女
子
短
大
に
対
す
る
侮
蔑
の
念
を
も
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
女
性
へ
の
大
学
教
育
機
会
の
開
放
、
特
に
学
問
の
開
放
に
対
す
る
早
大
関
係
者
の
意
識
は
、
六
〇
年
代
当
時
は
男
性

中
心
で
女
性
軽
視
の
、
旧
態
依
然
と
し
た
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
亡
国
論
」
な
ど
を
背
景
と
し
て
実
施
さ
れ
た
学
部
入
試
で
の
女
性
差
別
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

二　

入
学
制
限
の
「
論
理
」
と
「
心
理
」

（
一
）
全
国
的
な
入
学
制
限
の
状
況

男
女
を
問
わ
ず
、
大
学
教
育
機
会
を
認
め
る
こ
と
は
戦
後
教
育
改
革
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
湯
川
次
義
が
、
美
濃
部
達
吉
の

憲
法
解
釈
を
も
と
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に（

（3
（

、
憲
法
第
二
六
条
の
教
育
を
受
け
る
権
利
は
大
学
教
育
ま
で
視
野
に
入
れ
た
規
定
で
あ
る
と
解
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釈
で
き
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
女
性
で
あ
る
と
い
う
性
別
を
理
由
に
し
た
入
学
制
限
が
戦
後
長
い
間
な
さ
れ
て
き
た
。
二
〇
一
八

年
の
東
京
医
科
大
学
で
の
事
件
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
で
も
一
部
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
六
〇
年
代
当
時
の
状
況
は
次
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
熊
本
大
学
長
が
爆
弾
発
言
」
と
い
う
見
出
し
の
新
聞
記
事
が
一
九
六
六
年
五
月
一
日
の
『
毎
日
新
聞
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
熊
本
大
学
学
長
の
柳
本
武
が
「
こ
の
ま
ま
女
子
の
比
率
が
ふ
え
る
と
、
大
学
に
後
継
者
が
育
た
な
く
な
り
、
学
問

が
危
機
に
瀕
す
る
」
と
し
、
女
子
の
定
員
制
限
な
ど
を
主
張
し
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
柳
本
は
「
学
問
を
守
る
た
め
な
の
だ
か
ら
女
子

の
入
学
定
員
を
決
め
て
も
憲
法
に
触
れ
な
い
と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る（

（3
（

。
目
的
は
ど
う
あ
れ
、
性
別
を
理
由
と
し
た
制
限
は
法
の
下
の
平

等
に
反
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
に
「
学
問
を
守
る
た
め
」
で
あ
れ
ば
、
差
別
で
は
な
い
と
答
え
る
あ
た
り
に
、
当
時
の
大
学
人

の
意
識
と
、
そ
の
問
題
の
根
深
さ
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
入
学
制
限
は
学
長
が
主
張
し
た
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
入
試
要
項
に
反
映
さ
れ
、「
女
子
が
薬
学
部
製
薬
学
科
を
第
一
志
望
に
す

る
こ
と
は
、
学
科
の
性
質
上
望
ま
し
く
な
い
」
と
明
記
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
製
薬
学
科
は
工
場
実
習
な
ど
も
あ
る
た
め
、
体
力
の
な

い
女
子
に
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
の
が
制
限
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に
「
教
育
学
部
特
別
教
科
（
看
護
）
教
員
養
成
課
程
は

女
子
に
限
る
」
と
し
て
お
り（

（3
（

、
性
別
役
割
意
識
が
色
濃
く
表
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
入
学
制
限
が
女
子
の
進
路
を
制
限
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
入
学
制
限
以
前
の
問
題
と
し
て
、
男
女
で
進
学
率
に
大
き

な
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
は
男
子
の
四
年
制
大
学
進
学
率
が
約
一
三
～
一
五
％
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、
女
子
進
学
率
は
約
二
％
程
度
、
六
〇
年
代
に
な
っ
て
も
男
子
進
学
率
約
一
五
～
二
五
％
に
対
し
て
、
女
子
進
学
率
は
約

三
～
五
％
程
度
で
あ
っ
た（

（3
（

。
こ
の
数
値
は
進
学
実
績
を
示
す
も
の
だ
が
、
進
学
実
績
の
差
は
進
学
意
欲
の
差
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
。

ま
た
こ
の
如
実
な
進
学
率
の
差
は
社
会
や
保
護
者
か
ら
女
性
の
大
学
教
育
が
「
奨
励
」
さ
れ
て
い
た
か
否
か
も
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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こ
う
し
た
状
況
の
中
で
進
学
を
志
し
た
女
子
の
う
ち
、
少
な
く
な
い
数
が
入
学
制
限
と
い
う
壁
に
進
学
を
阻
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
全
国
的
傾
向
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
六
〇
年
代
の
早
稲
田
大
学
教
育
学
部
で
の
入
学
制
限
の
事
実
を
検
討
す
る
。

（
二
）
早
大
で
の
措
置

①
早
大
の
状
況

既
に
検
討
し
た
よ
う
に
六
〇
年
代
初
頭
、
早
大
は
「
亡
国
論
」
の
主
唱
者
の
一
人
が
在
職
す

る
大
学
で
あ
っ
た
。「
亡
国
論
」
の
激
震
地
は
文
学
部
で
あ
っ
た
が
、
教
育
学
部
も
女
子
学
生

の
急
増
と
い
う
事
情
は
同
様
で
あ
っ
た
。
早
稲
田
大
学
新
聞
会
が
発
刊
し
て
い
た
『
早
稲
田
を

め
ざ
す
友
へ
』
に
よ
れ
ば
、
五
九
～
六
五
の
七
年
間
で
の
各
学
部
（
第
二
学
部
／
社
会
科
学
部
は

除
く
）
の
女
子
学
生
数
は
表
五
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
同
書
の
統
計
は
「
学
園
教
務
課

提
供
」
と
注
意
書
き
が
あ
る
の
で（

（3
（

、
あ
る
程
度
は
信
頼
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

明
ら
か
に
文
学
部
と
教
育
学
部
に
女
子
学
生
数
が
集
中
し
て
い
た
。
な
お
こ
の
数
値
は
単
純

に
女
子
学
生
数
の
み
な
の
で
、
学
部
生
数
に
占
め
る
女
子
学
生
の
割
合
や
志
願
者
数
な
ど
も
出

し
て
お
こ
う
。
す
べ
て
の
年
度
を
示
す
の
は
煩
雑
な
の
で
、
一
九
六
一
年
度
を
示
し
て
お
く
と

女
子
学
生
の
割
合
は
一
政
で
一
・
二
％
、
一
法
で
一
・
七
％
、
一
文
で
三
六
・
六
％
、
教
育
で

四
〇
・
〇
％
、
一
商
で
〇
・
四
％
、
一
理
で
〇
・
四
％
で
あ
っ
た（

（3
（

。
学
部
別
女
子
志
願
者
は
一

政
で
七
一
人
、
一
法
で
二
〇
一
人
、
一
文
で
一
、九
五
〇
人
、
教
育
で
一
、六
六
九
人
、
一
商

表五　60年代早大の学部別女子学生数

一政 一法 一文 教育 一商 一理
59年 6人 16人 246人 204人 4人 5人
60年 4人 15人 283人 250人 6人 4人
61年 8人 16人 321人 307人 3人 4人
62年 10人 19人 411人 325人 5人 1人
63年 9人 17人 391人 352人 5人 7人
64年 16人 23人 415人 401人 8人 14人
65年 21人 41人 494人 344人 32人 10人

『早稲田をめざす友へ』各年度版を参考に筆者作成
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で
四
二
人
、
一
理
で
七
四
人
で
あ
っ
た（

（4
（

。
単
純
な
女
子
学
生
数
に
お
い
て
も
、
割
合
に
お
い
て
も
、
そ
し
て
志
願
者
数
に
お
い
て
も
、
文

学
部
と
教
育
学
部
が
群
を
抜
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
志
願
者
の
偏
り
に
つ
い
て
は
学
部
選
択
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
特
性
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
女
子
学
生
の
進
路
選
択
が
人
文
系
、
特
に
国
文
学
、
英
文
学
な
ど
に
偏
り
、
法
律
や
経
済
と
い
っ
た
社
会
科
学
系
、
理

工
系
は
選
択
さ
れ
に
く
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
偏
り
が
発
生
す
る
の
は
女
子
学
生
自
身
の
選
択
と
い
う
点
も
あ
る
が
、
主
に
は
家
庭
の

影
響
や
、
就
職
な
ど
の
点
で
の
差
別
な
ど
の
社
会
的
影
響
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

な
お
、
こ
の
学
部
選
択
の
偏
り
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
は
男
性
で
あ
ろ
う
早
稲
田
大
学
新
聞
の
編
集
担
当
者
は
「
も
っ
と
理
工
、
政
、

法
、
商
に
も
進
出
し
、
技
術
な
り
、
実
際
的
な
知
識
な
り
を
、
み
に
つ
け
て
、
男
性
の
領
域
を
お
田
か
す
〔
マ
マ
〕
ぐ
ら
い
の
覚
悟
で
早

稲
〔
マ
マ
〕
に
入
っ
て
も
ら
い
た
い
」（

（4
（

「
女
子
学
生
と
い
え
ど
も
、
将
来
に
対
す
る
目
的
を
し
っ
外
り
〔
マ
マ
〕
と
つ
か
ん
で
、
教
育
、
文

学
部
以
〔
マ
マ
〕
に
も
大
い
に
進
出
し
て
ほ
し
い
も
の
か
〔
マ
マ
〕
だ
」
な
ど
と（

（4
（

、
述
べ
て
い
る
。
保
護
者
や
社
会
の
側
が
「
女
性
ら
し

い
」
進
路
を
望
ん
だ
と
い
う
事
実
を
度
外
視
し
、
あ
く
ま
で
女
子
学
生
の
積
極
性
の
な
さ
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
当
時

の
早
大
関
係
者
の
意
識
の
あ
り
よ
う
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

②
教
育
学
部
で
の
入
学
制
限

で
は
実
際
の
教
育
学
部
で
の
入
学
制
限
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
制
限
が
導
入
さ
れ
た
の
は
一
九
六
四
年
度
か

ら
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
発
行
の
『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
に
「
39
年
度
よ
り
教
育
学
部
英
文
・
国
文
学
科
で
は
〝
女
子
学
生

の
定
員
制
〟」
が
導
入
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
大
滝
武
教
育
学
部
長
は
「
あ
ん
ま
り
女
子
学
生
が
多
く
な
る
と
、
男
子
学

生
が
い
や
が
っ
て
近
付
か
な
く
な
る
」
と
制
限
導
入
の
理
由
を
語
っ
て
い
た（

（4
（

。
し
か
し
、
こ
の
時
点
で
は
こ
の
入
学
制
限
は
あ
ま
り
大
き

な
問
題
に
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
の
ち
に
見
る
六
五
年
の
『
早
稲
田
公
論
』
誌
上
で
入
学
制
限
が
「
う
わ
さ
」
と
し
て
扱
わ
れ
て

い
る
点
に
も
そ
の
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
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入
学
制
限
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
学
生
運
動
の
盛
り
上
が
り
に
絡
ん
で
の
よ
う
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
五
月
に
朝
日
新
聞

が
「
早
稲
田
ウ
ー
マ
ン
怒
る
」「
教
育
学
部
『
入
学
試
験
で
差
別
』」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
記
事
を
掲
載
し
て
い
る
。
こ
の
記
事
で
は
予
備

校
業
界
な
ど
で
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
た
早
大
教
育
学
部
の
入
学
制
限
が
に
わ
か
に
問
題
に
な
っ
た
と
い
う
取
り
上
げ
方
を
さ
れ
て
い
る
。

大
学
側
は
七
、
八
年
前
か
ら
国
文
・
英
文
学
科
で
女
子
入
学
者
が
増
え
始
め
、
六
五
年
以
降
は
半
数
を
超
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、

「
両
学
科
の
入
学
定
員
各
一
五
〇
人
を
男
女
半
数
ず
つ
に
分
け
」
る
措
置
を
と
る
よ
う
に
し
た
と
し
て
い
る
。
六
六
年
、
六
七
年
は
男
子

受
験
生
よ
り
も
女
子
受
験
生
の
方
が
入
試
成
績
が
良
か
っ
た
の
で
、
結
果
的
に
入
試
成
績
的
に
は
入
学
で
き
た
は
ず
の
女
子
受
験
生
数
名

が
、
内
部
措
置
で
あ
る
性
別
定
員
の
た
め
に
不
合
格
に
な
る
事
例
が
あ
っ
た
こ
と
を
学
部
側
は
認
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ

た
理
由
に
つ
い
て
教
育
学
部
の
担
当
者
は
「
女
子
学
生
が
男
子
学
生
よ
り
多
く
な
る
と
、
概
し
て
男
子
学
生
が
い
縮
し
て
し
ま
う
」「
こ

う
い
う
状
態
は
教
育
的
見
地
か
ら
も
思
わ
し
く
な
い
」
と
し
て
い
る（

（4
（

。
男
子
学
生
が
委
縮
す
る
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
っ
て
、
女
子
学
生

数
が
半
数
を
超
え
る
こ
と
が
女
子
学
生
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
は
考
慮
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。「
教
育
的
見
地
」
は
あ
く

ま
で
男
性
目
線
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
か
。

し
か
し
、
こ
れ
は
学
部
の
公
式
発
表
な
の
で
、
い
く
ら
か
柔
ら
か
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
入
学
制
限
が
導
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た

六
五
年
三
月
に
『
早
稲
田
公
論
』
誌
上
に
掲
載
さ
れ
た
編
集
部
の
発
言
は
よ
り
直
截
に
早
大
に
お
い
て
配
慮
さ
れ
る
べ
き
は
男
子
学
生
で

あ
る
と
い
う
意
識
の
あ
り
よ
う
を
露
呈
さ
せ
て
い
る
。「
旧
制
大
学
の
論
理
」
＝
「
男
性
の
論
理
」
が
明
瞭
な
の
で
あ
る
。

「
西
北
セ
ミ
ナ
ー
・
ハ
ウ
ス
」
欄
の
「
受
験
あ
れ
こ
れ
問
答
」
の
中
で
そ
の
発
言
は
な
さ
れ
て
い
る
。
妹
の
入
試
を
控
え
、
女
子
は
入

学
し
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
心
配
す
る
質
問
者
は
「
昨
年
あ
た
り
か
ら
文
学
部
、
教
育
学
部
あ
た
り
は
制
限
さ
れ
た
と
い
う
噂
が
も
っ

ぱ
ら
で
す
が
」
と
質
問
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
編
集
部
側
は
「〝
火
の
な
い
と
こ
ろ
に
煙
は
た
た
ぬ
〟
あ
な
た
は
よ
く
ご
存
じ
で
す
ね
」

と
応
じ
て
い
る
。
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そ
し
て
、
先
述
し
た
と
お
り
、
編
集
部
が
入
学
制
限
を
正
当
化
す
る
言
説
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
六
九
年
の
新
聞
報
道
に
あ

る
学
部
発
表
よ
り
も
直
截
で
あ
る
。「
男
子
学
生
は
か
わ
い
そ
う
で
す
よ
」「
教
室
の
片
隅
に
男
子
学
生
が
小
さ
く
な
っ
て
坐
っ
て
い
る
」

「
女
子
学
生
は
集
団
に
な
る
と
一
種
異
様
な
フ
ン
イ
キ
が
出
ま
す
か
ら
ね
」
と
男
子
委
縮
論
を
展
開
し
た
う
え
で（

（4
（

、
以
下
の
よ
う
に
暉
峻

顔
負
け
の
論
を
展
開
す
る（

（4
（

。

Ｗ
大
は
〝
男
の
学
校
〟〝
男
の
大
学
〟
で
す
よ
。
も
と
も
と
わ
た
し
は
〝
女
子
学
生
亡
国
論
〟
は
愚
論
と
思
い
ま
す
が
、〝
女
子
大
学
〟
と
い
う
女
護

が
島
が
あ
る
以
上
、
大
学
の
伝
統
に
よ
っ
て
は
女
子
を
制
限
す
る
権
利
が
あ
る
と
思
い
ま
す
ね
。

「
亡
国
論
」
を
「
愚
論
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
編
集
部
の
論
理
と
暉
峻
の
論
理
に
い
か
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
共
学
大

学
＝
学
問
の
府
、
女
子
大
学
＝
花
嫁
学
校
で
あ
っ
て
、
女
子
の
大
部
分
は
女
子
大
学
に
行
く
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ

の
内
容
に
暉
峻
の
「
亡
国
論
」
と
の
差
異
を
見
つ
け
る
こ
と
は
難
し
い
。
む
し
ろ
暉
峻
で
さ
え
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
い
た
早
大
は
「〝
男

の
学
校
〟〝
男
の
大
学
〟」
と
い
う
意
識
を
露
骨
に
示
し
て
い
る
。
大
学
や
学
問
は
男
性
の
も
の
で
あ
り
、
女
性
は
意
識
の
高
い
一
部
が
、

お
こ
ぼ
れ
的
に
大
学
教
育
と
学
問
を
享
受
す
れ
ば
よ
い
と
い
う
戦
前
の
大
学
教
育
観
を
引
き
継
い
で
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
論
文
で
は
一
九
六
〇
年
代
の
早
稲
田
大
学
の
お
け
る
女
性
学
生
を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
、「
女
子
学
生
亡
国
論
」
と
教
育
学

部
で
の
入
学
制
限
に
絞
っ
て
検
討
し
た
。
そ
の
細
か
な
内
容
に
つ
い
て
は
各
論
を
参
照
し
て
も
ら
う
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
は
再
論
し
な

い
。
以
下
、
先
行
研
究
な
ど
を
参
照
し
な
が
ら
、
本
論
文
の
位
置
づ
け
と
主
張
を
明
確
に
す
る
。
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湯
川
次
義
は
そ
の
研
究
に
お
い
て（

（4
（

、
戦
前
、
戦
後
復
興
期
の
門
戸
開
放
的
な
大
学
教
育
機
会
、
す
な
わ
ち
男
性
中
心
で
女
性
は
副
次
的

に
教
育
機
会
を
享
受
す
る
と
い
う
体
制
か
ら
、
戦
後
教
育
改
革
を
経
て
、
機
会
均
等
な
大
学
教
育
機
会
、
す
な
わ
ち
男
性
も
女
性
も
性
別

に
か
か
わ
ら
ず
、
大
学
教
育
を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
体
制
に
制
度
上
は
変
革
さ
れ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
戦
後
直
後
、
一
九
五
〇
年
代

初
頭
に
お
い
て
は
実
態
は
充
分
に
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

本
論
文
で
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
れ
ば
、
六
〇
年
代
に
お
い
て
も
女
性
蔑
視
や
学
問
中
心
の
大
学
観
な
ど
、
大
学
人
の
意
識
は
変
わ
っ

て
お
ら
ず
、
女
性
へ
の
門
戸
開
放
に
と
ど
ま
る
大
学
教
育
の
実
態
が
継
続
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
う

し
た
事
実
は
小
山
の
先
行
研
究
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
の
う
え
で
本
論
文
の
意
義
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
早
稲
田

大
学
と
い
う
限
ら
れ
た
言
論
空
間
に
お
い
て
、「
亡
国
論
」
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
か
を
分
析
し
た
こ
と
で
、
そ
の
「
論
理
」
に
よ
り

肉
薄
し
え
た
か
も
し
れ
な
い
、
と
い
う
点
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
六
〇
年
代
の
女
子
学
生
の
状
況
を
踏
ま
え
、
現
代
を
考
え
る
と
ど
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
大
学
進
学
率
な
ど

の
点
で
見
れ
ば
、
状
況
は
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。
し
か
し
、「
は
じ
め
に
」
で
ふ
れ
た
二
〇
二
〇
年
東
大
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

二
〇
一
八
年
度
に
発
覚
し
た
東
京
医
科
大
学
で
の
入
学
制
限
と
い
う
事
実
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
基
底
の
部
分
で
は
門
戸
開
放
か
ら
機
会

均
等
へ
、
恩
恵
か
ら
権
利
へ
の
転
換
は
未
だ
道
半
ば
の
感
が
あ
る
。「
亡
国
論
」
も
入
学
制
限
も
遠
い
昔
の
話
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

は
せ
が
わ
・
よ
う
じ
（
上
越
教
育
大
学
助
教
）
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註（
１
）	

『
２
０
２
０
年
度 

東
京
大
学
に
お
け
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
に
関
す

る
意
識
と
実
態
調
査
報
告
書
』
二
〇
二
二
、
一
九
五
～
二
〇
九
頁
。

https://w
w

w
.u-tokyo.ac.jp/content/400180438.pdf

（
閲
覧
日

二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）。

（
２
）	

「
東
京
医
大
、
女
子
受
験
生
を
一
律
減
点 

男
女
数
を
操
作
か
」『
日

本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
八
年
八
月
二
日
（
電
子
版
）https://w

w
w

.
nikkei.com

/article/D
GX

M
ZO

33701370S8A
800C1CC0000/

（
閲
覧
日
二
〇
二
三
年
一
一
月
一
日
）。

（
３
）	

な
お
「
亡
国
論
」
に
先
鞭
を
つ
け
た
一
九
六
二
年
三
月
二
三
日
の

T
BS

ラ
ジ
オ
「
た
だ
い
ま
放
談
中
」
に
は
暉
峻
、
奥
野
の
ほ
か
に
東

京
大
学
教
授
の
田
辺
貞
之
助
も
参
加
し
て
い
た
。
国
立
大
学
で
「
亡

国
論
」
が
全
く
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
点
は
お

さ
え
て
お
き
た
い
。

（
４
）	

小
山
静
子
『
戦
後
教
育
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
秩
序
』
勁
草
書
房
、
二
〇

〇
九
、
一
五
一
～
一
六
一
頁
。

（
５
）	

『
同
上
』、
一
七
一
～
一
八
〇
頁
。

（
６
）	

「
大
学
は
花
嫁
学
校
か
─
女
子
学
生
亡
国
論
─
」『
早
稲
田
公
論
』

創
刊
号
、
一
九
六
二
、
一
一
一
頁
。

（
７
）	

『
同
上
』、
扉
。

（
８
）	

た
と
え
ば
第
三
六
号
（
一
九
六
五
年
五
月
）
で
は
少
年
自
衛
官
の
問

題
を
扱
っ
て
お
り
、
学
内
の
問
題
だ
け
を
扱
う
雑
誌
で
は
な
か
っ
た
。

（
９
）	

「
後
記
」『
早
稲
田
公
論
』
創
刊
号
、
一
九
六
頁
。

（
10
）	

「
大
学
は
花
嫁
学
校
か
─
女
子
学
生
亡
国
論
─
」『
同
上
』、一
一
三
～

一
一
四
頁
。

（
11
）	

同
上
、
一
一
五
頁
。

（
12
）	

稲
垣
恭
子
『
女
学
校
と
女
学
生
』
中
公
新
書
、
二
〇
〇
七
、
二
二
四

頁
。

（
13
）	

「
後
記
」『
早
稲
田
公
論
』
創
刊
号
、
一
九
六
頁
。

（
14
）	

永
光
朗
子
「
女
子
学
生
亡
国
論
を
読
ん
で
」『
早
稲
田
公
論
』
第

三
号
、
一
九
六
二
、
一
九
四
頁
。

（
15
）	

宗
直
子
「
女
子
学
生
亡
国
論
を
読
ん
で
」『
同
上
』、
一
九
四
～

一
九
五
頁
。

（
16
）	

横
山
明
子
「
女
子
学
生
亡
国
論
を
読
ん
で
」『
同
上
』、
一
九
五

頁
。

（
17
）	

「
女
子
学
生
亡
国
論
を
読
ん
で
」『
同
上
』、
一
九
五
頁
。

（
18
）	

「『
女
子
学
生
亡
国
論
』
に
反
論
す
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』

一
九
六
三
年
度
版
、
二
二
～
二
四
頁
。

（
19
）	

同
上
、
二
三
頁
。

（
20
）	

「
後
記
」『
早
稲
田
公
論
』
創
刊
号
、
一
九
六
頁
。

（
21
）	

「
今
様
女
大
学
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
五
号
、
一
九
六
五
、
四
四
～

四
五
頁
。

（
22
）	

「
座
談
会 

締
め
出
さ
れ
た
女
子
学
生
」『
同
上
』、
五
六
頁
。

（
23
）	

同
上
。

（
24
）	
同
上
、
五
四
頁
。

（
25
）	
ア
メ
リ
カ
や
韓
国
で
も
女
性
の
大
学
教
育
機
会
は
共
学
大
学
と
女

子
大
学
の
二
類
型
が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
研
究
重
視
か
特
性
教
育

か
と
い
う
目
的
の
差
は
存
在
し
な
い
。
詳
細
は
湯
川
次
義
『
戦
後
教
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育
改
革
と
女
性
の
大
学
教
育
の
成
立
』
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
〇

二
二
、
八
〇
六
～
八
〇
七
頁
。

（
26
）	
「
座
談
会 

締
め
出
さ
れ
た
女
子
学
生
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
五

号
、
五
六
頁
。

（
27
）	

「
女
子
短
大
創
設
の
青
写
真
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
三
号
、
一
九

六
五
、
一
〇
六
頁
。

（
28
）	

「
口
上
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
〇
号
、
一
九
六
四
、
一
〇
八
頁
。

（
29
）	

「
女
子
短
大
創
設
の
青
写
真
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
三
号
、
一
〇
六

頁
。

（
30
）	

同
上
、
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
。

（
31
）	

湯
川
『
前
掲
』、
四
九
頁
。

（
32
）	

「
女
子
短
大
創
設
の
青
写
真
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
三
号
、 

一
〇
七

頁
。

（
33
）	

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
四
巻
、

早
稲
田
大
学
、
一
九
九
二
、
一
〇
五
〇
～
一
〇
五
一
頁
。

（
34
）	

湯
川
『
前
掲
』
二
四
八
～
二
五
〇
頁
。

（
35
）	

「
女
子
学
生
の
制
限
を
」『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
五
月
一
日

（
夕
刊
）、
一
五
面
。

（
36
）	

「
女
子
制
限
は
時
代
逆
行
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
一
月
一
七

日
、
一
〇
面
。

（
37
）	

小
山
『
前
掲
』、
一
五
三
頁
。

（
38
）	

「
統
計
で
み
る
最
近
の
早
大
入
試
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九

六
一
年
度
版
、
一
九
六
一
、
四
六
頁
。

（
39
）	

「
統
計
で
み
る
早
大
入
試
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
二

年
度
版
、
一
九
六
二
、
五
六
頁
。

（
40
）	

「
統
計
で
み
る
早
大
入
試
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
四

年
度
版
、
一
九
六
三
、
四
〇
頁
。

（
41
）	

「
統
計
で
み
る
早
大
入
試
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
三

年
度
版
、
一
九
六
三
、
六
三
頁
。

（
42
）	

「
統
計
で
み
る
早
大
入
試
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
四

年
度
版
、
一
九
六
三
、
四
〇
頁
。

（
43
）	

「
女
子
学
生
の
生
活
と
意
見
」『
早
稲
田
を
め
ざ
す
友
へ
』
一
九
六
五

年
度
版
、
一
九
六
五
、
六
二
頁
。

（
44
）	

「
早
稲
田
ウ
ー
マ
ン
怒
る
」『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
九
年
五
月
二
八

日
（
夕
刊
）、
一
〇
面
。

（
45
）	

「
受
験
あ
れ
こ
れ
問
答
」『
早
稲
田
公
論
』
第
三
四
号
、
一
九
六
五
、

一
〇
七
頁
。

（
46
）	

同
上
。

（
47
）	

湯
川
『
前
掲
』、
八
一
四
頁
。




